









ク ラ イオ ス タ ッ トシ リー ズ(第1回)
この号 か ら数 回 にわたって 「クライオス タ ッ トシ リー ズ」 を企画 しま した。液体ヘ リウム温 度
で こん なデー タが欲 しいのだ が,大 変複雑 な装置 にな りそ うで,`とて も じゃないがあ きらめた'
とい う経験 は誰 しもあ ります。 この シ リーズで紹 介す るの は,決 して スマー トとか,.た くみ に工
夫 された とかい うので はな く,む しろ不 器用 に も見 えるけれ ども,何 は ともあれ,な る程 こ うや
れ ば測 れ るんだ な,よ くも測 った なと感 心 させ られ る,そ れ な らウチ も と励み に なろ うか とい う
ク ライオス タッ トです。 よ く見 ると勿論 なかなかの工夫 も しの ばれ るのは当然 とい えるで しょう。
ク ライ オス タッ トを製作 す るの をた め らって い るあ なた が,こ の シリーズ によ り勇気づ け られ る
な ら幸 いです。 第1回 は千原研(理 学 部)の クライオス タ ッ トです。
なお,既 に極低温電 界 イオ ン顕微鏡(第3号),極 低温 材料 試験機 用(第4号),超 高電 圧 電 子
顕微鏡 用(第5号)の クライオス タッ トを本誌 で紹介 して います。
凝 縮 気 体 用 熱 量 計
理 学部 千 原 研 究 室(豊 中2500)
(目的)結 晶内 の分子運動 の研究 を行 な う際,理 論的取 扱 いの対 象 とな るよ うな簡単 な分子結 晶
は融点,沸 点 が低 く,室 温 で気体状 態 の もの が多い。 また,こ の よ うな物 質 を研究 対象 とす る利
点 は,熱 力学第3法 則 が直接適 用 で きることに もある。 そ こで,300K以下で きる限 り低温 まで熱
容量 が測 定で き,同 時 に蒸気 圧 と蒸 発熱 が測 定で きる装置 を設計,製 作 した。
(装置 の概 要 と動作 機能)熱 容量 の測定:方法 と して は,断 熱 ネル ンス ト方式 を採 用 した。従 って,
測定時 には完全 な断 熱条件(① 高真空 で,② 周囲 との温度差 が な く,③ 輻 射 によ る熱の出入 りが
ない)の 下 におかれ るべ き試 料容 器中 に試料気体 を凝 縮 させ,か つ 目的の温度 まですみや か に冷 却
させ得 ることに最 大の困難 が あ る。
図 のAが 金製 の試 料容器(44c前,75g)で中心 にKARMAヒ ー ター とU.S.A.一N.B.S.で較正済
み のL&N社 製白金抵抗温 度計(IPTS-68準拠)を,下 部 にCryoca1社製CR-1000ゲルマニ ウ
ム抵抗温 度計 を装着 して い る。13K以下で用 い る後者 につ いては,こ の装置 を4He気体 温度計 及
び蒸気圧 温度計 として用 い るこ とによ り較正 した。Aは 試料導 入パ イ プF(Gerlnansilver,直径
1mm,肉厚0.1mm)で外部の 試料精製 ライ ン及びP-V-T測 定 によ る試 料モ ル数決 定機構 とつ な
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がってい る。Fに は6つ の部 分 にわけて ヒー ターをす きまなく巻 いてあ り,試 料 の凝縮 を防 ぎ,
Aが 最低温度 にな るよ うに適 当 に温 度制御 がで きる。Bは 断 熱 シール ド,Cは 熱溜,Gは シャン
トで あ る。D.H.Jのカ ンは ウ ッ ド合 金で と りつ け られ る。寒剤容 器E(400cのと1(1700c㎡)は寒
剤の いろいろ な組 合 わせ で使用 で きる。 両方 に液体ヘ リウム を入 れ,排 気す れば1.7Kより熱容量
が測定 で き,1回 の充 てんで約10時間保持 され る。(この場合 要す る液体 ヘ リウムは予冷 を含 め合
計104以下で ある)Kは301の液体 窒素 ジュ ワーで ある。a～fは直径10～16mm,肉厚0.2mmのSUS
-27パイプで ある。cとfは独立 の排気装置 に連 結 してい るが,試 料導 入時 及 び冷却時 にはそれぞ
れ適 当に1Pa以 下の熱 交換 用Heガ ス を導入す る。但 し15K以下で は器 壁 にHeガ スが付着するの
で,真 空 の まま測 定用 リー ドワイヤ(BS#36,38)のみで冷 却ナ る。 この装置で ほぼ±0.1%程
度の精度 で熱容量 の値 を得 るこ とがで きる。試料 にもよるが1度 の測定 には約1ケ 月を要す る。
以 上
(阿竹 徹)
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